
desknet's NEO V9.5
新機能のご紹介

デ ス ク ネ ッ ツ ネ オ

グループウェア

V9.5/ 2025年9月
バージョンアップ



desknet's NEO V9.5

2

neoAI Chat連携機能を搭載！
東京大学松尾研発スタートアップであるneoAI社が開発した生成AI
プラットフォーム「neoAI Chat」とdesknet's NEOが連携
neoAI Chatを利用することで、社内規程やマニュ
アル、過去の稟議書といった社内データを元に、
最新の生成AI技術で様々な問い合わせに対応する
「AIアシスタント」をいくつでも作成できます。
もちろんdesknet's NEOやAppSuite、モバイルア
プリなど様々な機能についても、お客さまからの
ご要望の反映など多くの機能追加・改善を行って
います。



desknet's NEO V9.5
neoAI Chat連携



neoAI Chat連携
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neoAI Chatで作成したAIアシスタントをdesknet's NEOから利用できるようになりました。

生成AIプラットフォーム「neoAI Chat」と連携



neoAI Chat連携
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neoAI Chatで作成したAIアシスタントの呼び出しは、画面右端のChatGPT連携アイコン
から行います。チャット画面上部のタイトルメニューを押すことで、自身にアクセスが許
可されているAIアシスタントを選択できます。

AIアシスタントを呼び出す

利用が許可されている
アシスタントを選択



neoAI Chat連携
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AIアシスタントには、テキスト文章と添付ファイルを組み合わせて質問できます。生成AI
からの回答に、Web検索結果を反映させることもできます。

AIアシスタントに質問する

新しい会話を
始める

以下のファイル形式に対応
pdf/docx/xlsx/pptx/csv/txt/png/

jpg/jpeg/bmp/tiff/heif

回答にWeb検索結果を使用する

回答の根拠となった文書や
サイトを参照可能

ハルシネーション対策に



neoAI Chat連携
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neoAI Chat連携の利用を開始するためには、管理者設定から「neoAI Chat連携設定」を
行います。 neoAI ChatのエンドポイントURLと、neoAI Chatの管理画面から取得できる
「組織情報APIキー」を設定することで、連携の準備が完了します。

neoAI Chat連携の利用を開始する

neoAI Chatの管理画面から
組織情報APIキーを取得

エンドポイントURL：
https://(ご利用のneoAI Chat環境のFQDN)/api

neoAI Chatのストレージ使用量/
消費トークン数を確認できる



neoAI Chat連携
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AIアシスタントの追加は、neoAI Chat上で作成したAIアシスタントのキー情報を
desknet's NEO側に登録することで行います。desknet's NEO側の組織・ユーザー情報を
元に、それぞれのAIアシスタントに対してアクセス権を設定できます。

AIアシスタントを管理・展開する

チャット画面の右上から
neoAI Chat連携管理を開く

neoAI Chatの管理画面から
AIアシスタントのエンドポイン

トURLとAPIキーを取得

エンドポイントURLとAPIキーを設定して
［接続確認］を押すことで

AIアシスタント情報を取得・更新

全ユーザーまたは特定の組織/ユーザーにアクセス権を割り当て



neoAI Chat連携
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neoAI Chatとdesknet's NEOを連携させるメリットの1つが、「AIアシスタントを管理す
るユーザー」と「AIアシスタントを利用するユーザー」を分離できること。システム管理
負担を軽減できるとともに、運用コストも最低限に抑えることができます。

neoAI Chatとdesknet's NEOを連携させるメリット

neoAI Chat
ユーザー

(AIアシスタント作成)

API連
携

アシスタントA

アシスタントB

[作成中] アシスタントC

組織管理 ユーザー管理

desknet's NEO
ユーザー

(AIアシスタント利用)

ログインには
メールアドレスが

必須

メールアドレスが
ないユーザーも

利用可能
ユーザー管理

neoAI Chatを
最小限のユーザーで

運用できる

desknet's NEOの情報で
アクセス権を一元管理できる

アシスタントA

アシスタントB



neoAI Chat連携
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次期拡張として、文書管理機能やAppSuiteに保管されている社内文書・データをneoAI 
ChatのAIアシスタントに共有するサービス連携を実装予定です。desknet's NEO上の文
章・データを更新するだけで、AIアシスタントから常に最新の情報を利用できます。

今後の機能拡張について

API連
携

社内規程 経費精算アシスタント

顧客満足度分析アシスタント

総務問合せ窓口

クレーム管理

社内FAQ

問合せ対応履歴

desknet's NEO上の
最新文書・データを用いて

RAGを更新



neoAI Chat連携
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neoAI Chat連携は、neoAI社が提供する「neoAI Chat」またはネオジャパンとneoAI社と
の提携により実現したdeskent's NEO/ChatLuckユーザー向け専用環境「neoAI Chat for 
desknet's」をご契約のお客様にご利用いただけます。

neoAI Chat for desknet'sについて

サービス名

neoAI Chat neoAI Chat for desknet's

開発元 株式会社neoAI

販売元 株式会社neoAI 株式会社ネオジャパン

機能・性能の違い なし

提供料金の違い なし

提供プラン SaaS / シングルテナント / お客様Azure環境 / オンプレミス

desknet's NEO連携
可能（要API連携オプション）

※今後の連携機能の拡張により、さらに追加のオ
プションが必要になる場合があります。

可能（要API連携オプション）

neoAI Chat / neoAI Chat for desknet's 比較表



desknet's NEO V9.5
新機能および機能改善内容



ポータル
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表示を切り替え

「回覧･レポート(新着/未確認)」および
「回覧･レポート(ウォッチリスト)」コンテ
ンツで、「重要度」も確認できるようにな
りました。

回覧・レポートコンテンツに「重要度」を追加

「ワークフロー(未承認・差戻し)」コンテ
ンツで、「未承認・差戻し」状態の申請書
と「承認予定」状態の申請書をプルダウン
で切り替えて表示できるようになりました。

ワークフローコンテンツから承認予定の申請書も表示可能に



スケジュール・設備予約

14

組織週間表示や設備群週間表示などで「最新の情報に更新（ ）」を押した際に、縦ス
クロール位置がページ先頭まで戻ってしまわないようにしました。

最新の情報に更新してもスクロール位置を維持

最新の情報に更新しても
縦スクロール位置が

先頭まで戻らないように

設備予約機能を開いた際に開く画面（「組織群1日」または「組織群週間」）を、スター
ト画面として設定できるようになりました。

設備予約でもスタート画面を設定可能に

設備予約 > 設定 > システム管理 > 共通設定 > スタート画面管理者

設備予約 > 設定 > 表示設定 > スタート画面一般



ワークフロー
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ワークフローの申請書と申請経路の管理権限を付与する「申請書・経路管理者設定」で、
申請書・経路管理者に対して「管理対象組織」を設定できるようになりました。
申請書と申請経路に「管理組織」を設定し、申請書・経路管理者に「管理対象組織」を設
定することで、申請書・経路管理者に委任する範囲を限定できます。

申請書・経路管理者が管理できる申請書・申請経路の範囲を限定可能に

申請書・経路管理者設定 申請書(表題・書式・経路)設定

申請書・経路管理者に
「管理対象となる組織」を設定

申請書や申請経路に
「管理組織」を設定することで

申請書・経路管理者は
自身の管理対象となる申請書のみ

追加・管理できる

ワークフロー > 設定 > 申請書管理 > 申請経路設定 > (任意の申請経路) > 管理組織管理者

ワークフロー > 設定 > 申請書管理 > 申請書(表題・書式・経路)設定 > (任意の申請書) > 管理組織管理者

ワークフロー > 設定 > 機能管理 > 申請書・経路管理者設定 > (任意のユーザー／ロール) > 管理対象管理者



ワークフロー
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申請書の書式を作成する際、作成済みの書
式部品を複写して追加できるようになりま
した。作成済みの書式部品を選択すると表
示される  メニューから、編集・複写・削
除の操作を行うことができます。

書式部品を複写して追加

ワークフロー > 設定 > 申請設定 > 申請書(表題・書
式・経路)設定

一般

ワークフロー > 設定 > 申請書管理 > 申請書(表題・
書式・経路)設定

管理者
作成済みの部品を
複写して追加可能に



回覧・レポート
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回覧・レポートの書式を作成する際、作成
済みの書式部品を複写して追加できるよう
になりました。作成済みの書式部品を選択
すると表示される メニューから、編集・
複写・削除の操作を行うことができます。

書式部品を複写して追加

回覧・レポート > 設定 > 書式設定 > 表題・書式設
定

一般

回覧・レポート > 設定 > 書式設定 > 表題・書式設
定

管理者

作成済みの部品を
複写して追加可能に



アンケート > 設定 > 書式設定 > 表題・書式設定一般

アンケート > 設定 > 書式設定 > 表題・書式設定管理者

アンケート

18

アンケートの書式を作成する際、作成済み
の書式部品を複写して追加できるようにな
りました。作成済みの書式部品を選択する
と表示される メニューから、編集・複
写・削除の操作を行うことができます。

書式部品を複写して追加

作成済みの部品を
複写して追加可能に



安否確認
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緊急連絡先を設定していないユーザーの氏
名・代表組織名・電話番号・メールアドレ
スを、CSV形式で一括ダウンロードできる
ようになりました。

緊急連絡先未設定のユーザーを一括ダウンロード

緊急連絡先の確認メール配信結果を、CSV
形式で一括ダウンロードできるようになり
ました。

緊急連絡先の確認メール配信結果を一括ダウンロード

安否確認 > 設定 > 機能管理 > 緊急連絡先設定 > 緊
急連絡先の設定状況 > 未設定ユーザーのダウンロー
ド

管理者

安否確認 > 設定 > 機能管理 > 緊急連絡先設定 > 緊
急連絡先の確認メール配信 > 連絡先確認状況のダウ
ンロード

管理者



電子会議室
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トピック内に投稿された個々の記事を直接開く短縮URLを発行できるようになりました。
発行された短縮URLを開くと、対象の記事とコメントのみが表示されます。

トピック内の記事を直接開く短縮URLを発行

個々の記事を直接開く
短縮URLを発行



キャビネット > 設定 > システム管理 > 共通設定 > フォルダ作成後のアクセス権の確認管理者

キャビネット > 設定 > 個人設定 > フォルダ作成設定 > フォルダ作成時のアクセス権初期値一般

キャビネット
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ルートにフォルダを作成した際に、そのフォルダに設定されるアクセス権の初期値を「全
員参照可」から「全員参照不可」に変更できるようになりました。
新しいフォルダを作成した後に自動的にアクセス権設定画面を開く設定も追加することで、
フォルダ作成後のアクセス権の設定漏れを防ぎます。

フォルダ作成時のアクセス権の初期値を設定

キャビネット > 設定 > システム管理 > 共通設定 > フォルダ作成時のアクセス権初期値管理者

キャビネット > 設定 > 個人設定 > フォルダ作成設定 > フォルダ作成後のアクセス権の確認一般

新しいフォルダを作成した際に
自動的にアクセス権設定画面を開く

ルートにフォルダを作成した際の
アクセス権の初期値を変更



ファイル転送
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ファイル送信履歴の一覧を、ファイルの状
態で絞り込み表示できるようになりました。
一覧上部のプルダウンから、「公開中」
「公開終了」「中止・削除済み」「すべ
て」を切り替えて表示できます。

ファイル送信履歴の絞り込み表示

管理者側で、ファイル送信時のパスワード設定を「必須」とするか「任意」とするかを設
定できるようになりました。

送信時のパスワード設定を強制できるように

ファイル転送 > 設定 > システム管理 > 共通設定 > 送信時の「パスワード」管理者



ChatGPT連携
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チャット画面を常に上下に最大化すること
で、より広い画面でチャットを行えるよう
になりました。チャット画面の左端をド
ラッグすることで、チャット画面の横幅を
調整できます。

より広い画面でチャットが行えるように

管理者設定 > 設定メニュー > ChatGPT連携設定 > ChatGPT APIモデル管理者

ChatGPT連携で使用するAPIモデルの選択肢に「gpt-4.1」「gpt-4.1-mini」「gpt-4.1-
nano」「o4-mini」「o3-mini」「o3」「o1」を追加しました。

ChatGPTのAPIモデルを追加



AppSuite
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プラグインライブラリに「QRコードプラグイン」 を追加しました。アプリの詳細画面上
で、任意の「文字(一行)部品」「文字(複数行)部品」「自動計算部品」の値を元にQRコー
ドの画像を生成・表示できます。

QRコードプラグインを追加

部品に入力されたデータをもとに
QRコードの画像を自動生成

担当者:木村雄太/連絡先:内線5019/
携帯090-123-456X

機器の障害時などに
担当者の連絡先をすぐ確認できる

例えばサーバールームの機器に
管理担当者の連絡先を

QRコードに変換したものを貼付

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。



AppSuite
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QRコードプラグインの制限事項に関する補足
 他のアプリケーションからの複写部品からQRコードを生成する場合に、関係付けした他のアプリのキー部品

が「値の重複」を禁止しておらず、かつ対象の複写部品が詳細画面から取り除かれている場合、正しいQR
コードが表示されません。

 申請書アプリケーションにQRコードプラグインを追加して使用する場合に、申請完了時に文書管理に保管さ
れるhtmlファイルにはQRコードが表示されません。

部品の追加パネルから
QRコードを貼り付け

編集からQRコードにする
部品を選択

QRコードプラグインの利用方法
機能管理 > プラグイン管理 > プラグインライブラリを開くからQRコードプラグインを追加できます。



AppSuite
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データの追加または変更を行った後に表示される画面上部の通知メッセージから、追加・
変更したデータの詳細画面に遷移できるようになりました。データを追加・変更した後に
その内容を確認したい場合に、一覧からデータを見つけ直す手間がなくなります。

データの追加・変更後に詳細画面を表示

データを追加・変更した後に
通知メッセージを表示

追加・変更したデータの
詳細画面に遷移



AppSuite
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「サムネイル表示する」に設定された添付ファイル部品から画像ファイルを押した際に表
示される画像ビューワーについて、縮小表示と原寸大表示を切り替えて表示できるように
なりました。画像が縮小されて画像の文字が読めない場合などに、拡大して確認できるよ
うになります。

添付ファイル部品の画像ビューワーで原寸大表示

原寸大表示に切り替え
拡大後はマウスドラッグで
画像をスクロールできる



AppSuite

部品の追加パネルの「作成済み部品」から、作成した部品を選択して部品の設定を行える
ようになりました。一覧画面に配置していない部品や、詳細画面から取り除いている部品
について、画面に配置し直すことなく設定を行うことができます。

部品の追加パネルから作成済み部品を選択・設定可能に

内部的に使用している自動計算部品や
プラグインで使用する部品など

画面から取り除いている部品も選択できる

画面に取り除かれた状態のまま
部品の設定が可能に

部品の追加パネルから
作成済みの部品を押すことでも

部品を選択可能に

28



AppSuite
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2つの日付の間の期間（日数・月数・年数）を計算する、DATEDIF関数を追加しました。
年齢計算や勤続年数など、期間の計算をシンプルに記述できます。

自動計算部品にDATEDIF関数を追加



AppSuite
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自動処理から行える各種通知について、伝言による通知が行えるようになりました。

伝言による通知に対応

制限事項
本バージョンでは、モバ
イルアプリへのプッシュ
通知および伝言登録時の
ChatLuckへの通知は送信
されません。

一般

一般

AppSuite > (任意のアプリ) > アプリ設定 > ≡メニュー > インポート時の処理 > (処理) > 処理タイプ > 通知

AppSuite > (任意のアプリ) > アプリ設定 > ≡メニュー > 定期処理 > (処理) > 処理タイプ > データの件数を通知

AppSuite > (任意のアプリ) > アプリ設定 > ≡メニュー > データの追加・変更時の処理 > (処理) > 処理タイプ > 通知一般

例えば作業前の日常点検中で異常が
見つかった場合に

機器の管理者に伝言で通知できる



AppSuite
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その他機能追加・変更点
 画面の詳細設定の「データの絞り込み」に参照部品を設定できるようになりました。

 データの追加・変更時の処理でデータの再計算を行えるようになりました。任意のア
プリを指定し、追加・変更したデータに関連するデータを再計算できます。

 定期処理でデータの削除を実行できるようになりました。

 ポータルコンテンツにアプリの一覧画面を設定した場合に、その画面の「データの規
定の絞り込み」が反映されるようになりました。

 仕様変更：ワークフローの申請書を管理できるユーザーに対して、暗黙的に連携先の
申請書アプリの管理権限を与えるようにしました。これに伴い、新たに申請書アプリ
を作成した際、作成者に対して明示的なアプリ管理権限が付与されなくなります。

 リッチテキスト部品にて、斜体文字が有効にならない制限を解消しました。

 データ参照APIおよびWebhookにて、参照データ一覧の内容を取得するパラメータを
追加しました。



モバイルアプリ
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モバイルアプリから 申請書アプリで作成した申請書の申請が行えるようになりました。

ワークフロー：アプリから申請が可能に（AppSuite申請書アプリのみ）

ワークフロー 申請の作成 申請の作成 > 申請書選択 申請の作成 > 申請内容の入力

ユーザーが利用できる
AppSuite申請書がある場合

作成ボタンを表示

下書き保存

申請内容を入力



モバイルアプリ
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AppSuiteを使用していない場合、またログインしているユーザーが利用できる申請書アプリが存在しない場合、
申請の作成ボタンは表示されません。下書きからは申請書アプリの申請のみ編集が行えます。

申請の作成 > 詳細情報 申請の作成 > 申請経路 申請の作成 > 申請の内容確認 下書き

作成内容の確認

作成分タブに
下書きを追加

下書きを編集して
申請も可能

(AppSuite申請書のみ)
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AppSuite：カレンダー画面に対応
モバイルアプリでもカレンダー形式の詳細
画面を表示できるようになりました。

AppSuite：詳細形式の一覧に対応

モバイルアプリでも詳細画面を一覧として
利用できるようになりました。左右スワイ
プ操作でデータをブラウズできます。
画面デザインで詳細画面を「画面切り替え
メニューに表示する」ことで、詳細形式の
一覧を利用できます。

カレンダー画面 詳細形式の一覧

左右にスワイプして
データを参照
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AppSuite：手書きプラグインに対応
モバイルアプリでも手書きプラグインを利
用できるようになりました。

AppSuite：チェックボックスのUIをト
グルボタンに変更
データ編集時のチェックボックス部品のイ
ンターフェースをトグルボタンに変更しま
した。

手書きプラグイン チェックボックス
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その他機能追加・変更点
 共通：SAML認証によるログインが行えるようになりました。

 共通：モバイルアプリでも言語及びタイムゾーン設定で指定した「日付/時刻書式」が
反映されるようになりました。

 ホーム：ホーム画面に配置できるウィジェット数を増やしました。メニューとワーク
フローは1つまで、スケジュールとインフォメーションは5つまで配置できます。

 ワークフロー： AppSuiteの申請書アプリでプラグインを用いた承認時のコメント・リ
アクションが行えるようになりました。

 AppSuite：ダークモードやテキストサイズなど、OSの外観がデータの詳細画面にも
反映されるようになりました。
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今後もお客さまにとって価値のあるバージョンアップを実施してまいりますので、製品に
対するご意見・ご要望など、皆さまのお声を弊社までお聞かせください！

ネオジャパンでは、製品をご利用いただいている皆さまの声にお応えするべく、
製品の継続的な機能追加・改善に取り組んでおります。

＜パッケージ版ご利用のお客様はこちら＞＜クラウド版ご利用のお客様はこちら＞

https://faq.desknets.com/neo/contact-package?type=request
https://faq.desknets.com/contact-cloud?type=request
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